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1 月の気象概況 

 
4 日から 5日は、大陸にある高気圧が張り出し、西高東低の気圧配置となりました。このた

め、4 日夜遅くから 5 日明け方にかけてと 5 日夕方から夜のはじめ頃にかけて 25kt 前後の北

西の風が吹きました。 

7 日から 8日は、黄海にある低気圧が発達しながら日本海へ進み、寒冷前線が 8日朝にセン

トレアを通過しました。このため、7日夕方から 8日昼前にかけて雨の強まりやもやによる VIS

の悪化や CIG の低下で、断続的に IMC となりました。 

8 日午後には大陸から高気圧が張り出し、10 日にかけて西高東低の気圧配置となりました。

このため、8 日昼頃から夜のはじめ頃にかけてと 9 日未明から明け方にかけてガストを伴い、

30kt を超える北西の風が吹きました。8日夕方には最大瞬間風速 45kt、最大風速 35kt を観測

しました。9日明け方には最大瞬間風速 45kt、最大風速 36kt を観測しました。また、10 日は、

明け方から朝にかけて 25kt 前後の北西の風が吹きました。 

13 日は、午前中に西高東低の気圧配置が強まりました。このため、明け方から昼前にかけ

て 25kt 前後の西よりの風が吹き、一時的に 30kt 前後となりました。 

18 日は、低気圧の通過後に西高東低の気圧配置となりました。このため、夜のはじめ頃か

ら夜遅くにかけて 25kt 前後の北西の風が吹きました。 

21 日は、西高東低の気圧配置となりました。このため、朝から夕方にかけて 25kt 前後の北

西の風が吹きました。 

23 日は、西日本から前線が顕在化し、低気圧が関東地方の南岸へ進みました。このため、

朝から夕方にかけて雨やもやによる VIS の悪化や CIG の低下で、IMC となりました。 

27 日は、発達した低気圧が西日本をゆっくり東進しました。このため、夕方にガストを伴

って 25kt 前後の南東風が吹き、雨やもやによる VIS の悪化で、一時的に IMC となりました。 

28 日から 29 日は、低気圧が本州の南岸と日本海を東進しました。このため、28 日夜のはじ

め頃から 29 日明け方にかけて雨やもやによる VIS の悪化や CIG の低下で、断続的に IMC とな

りました。 

31 日は、西高東低の気圧配置が続きました。このため、未明から夜遅くにかけて 25kt 前後

の北西の風が吹き、昼前から夕方には断続的に 30kt 前後となりました。昼過ぎには最大瞬間

風速 41kt、最大風速 33kt を観測しました。 

 

 
＊VMC（有視界気象状態）：有視界気象状態とは、航空法施行規則第5条の定める、飛行中又は飛行場に離着陸しようとする

航空機の視界上良好な気象状態を言います。有視界気象状態より視界上不良な気象状態を計器気

象状態と言います。 計器気象状態では、計器飛行方式（IFR）でなければ飛行できず、計器飛行

方式で飛行するにふさわしい航空用機器を搭載していない航空機では、有視界気象状態の場合に

しか飛行できません。 有視界気象状態のうち、飛行場に離着陸しようとする航空機の飛行の限

界とする気象状態 （視程1,500m、5,000m、雲量が 5/8以上の最低雲層の高さ 300m）を特別観測

の実施基準の一つとして採用しています。 

＊IMC（計器気象状態） ：有視界気象状態を除く気象状態を言います。 

＊VIS （卓越視程）   ：地平面の全方向の視程を観測したとき、地平面の半分（＝180 度）以上の範囲に共通した最大水

平視程を言います。 

＊CIG（シーリング）  ：雲の観測で、雲量が BKN 以上あるときの雲底の高さをいいます。雲の観測は雲量を 8分量（全天）

で観測しています。 

（雲量は、SKC：0、FEW：1～2、SCT：3～4、BKN：5～7、OVC：8） 
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1 月の警報・情報の発表状況 
 

 
 
警報・情報の種類を変更して発表を継続する場合は（切替）とし、同じ種類の警報・情報を継続して発表する

場合は（更新）と表記します。また、月末から翌月初日にかけて警報・情報が発表されている場合は、一連の

ものとして、解除日まで記載しています。 発表状況の時刻は日本標準時（JST）で表記しています。 
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※「航空気象観測月表」のデータに付加する記号の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 ： 中部航空地方気象台 

発 行 ： 中部航空地方気象台 

発行日 ： 2020 年（令和 2年）2月 10 日 

〒479-0881            

常滑市セントレア一丁目１番 （CAB 庁舎） 

TEL 0569-38-0003 

中部航空地方気象台ホームページ 

http://www.jma-net.go.jp/chubu-airport/ 

© 中部航空地方気象台 2020 

本資料は、複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻案等、自由に利用できます。利用を行う際は適

宜の方法により、必ず出所（中部航空地方気象台）を明示してください。 

その他、利用にあたっての詳細は、中部航空地方気象台ホームページの利用規約

（https://www.jma-net.go.jp/chubu-airport/copyright.htm）をご確認ください。 

なお、本資料は速報としてまとめたもので、後日、内容の修正や詳細な資料を作成する場合が

あります。 

http://www.jma-net.go.jp/chubu-airport/



